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新しい地域ビジョンの実現に向けて新しい地域ビジョンの実現に向けて
中播磨地域夢会議を開催

　平成２３年２月６日（日）、“中播磨地域夢会議”を開催。総合テー
マを、『新しい地域ビジョンの実現に向けて』とし、第１部では、赤
鹿委員長による中播磨地域ビジョンの修正・見直し案の概要説明、
および実現方策抽出に向けてのプレゼンテーション、そして兵庫
県立大学学生による地域ビジョン実現を目指し“若い力”が
取り組んでいる事例の紹介が行われました。ま
た、第２部では約９０名の参加者が４つの個
別テーマに分かれ、ワークショップを実施
し、第３部からは知事を交え全体討議
を行い、様々な提案が行われました。

【井戸知事のコメント】
　各グループからの発表を聞いて、４つの要因を見つけました。一つは主体性とグ
ループ、それから一つは行動力、一つは情報の共有、もう一つは好奇心、というこ
とです。

　まず、昨年の国勢調査で、兵庫県の人口が調査開始以来、初めて減りました。
今はまだ詳細なデータはわかりませんが、３ヶ月以上海外に行く人などはカウント
しないので、もしかすると海外に出ていく人が増えた結果、人口が減ったのではな
いか、とも考えられます。それはそれで、兵庫の力を示すことになると思います。
　また今回の国勢調査では、60歳以上の高齢者が約７千人増えていたことも明ら
かになりました。これからの地域の活動を考えていくときに、この高齢者のパワー
をどう活用していくかが、非常に大きなポイントだと思います。
　先ほど、自治会、婦人会や地域で活躍されている様々なグループを一つにして、地域の力を出さなければいけない、というご意見がたくさん
出ていましたが、まさしくその通りだと思うんですよね。そのためには、ご指摘のありました通り、統一的な活動の場が必要になってくる。場所
じゃなくて、場がいるんです。プラットホームのように皆が集まって議論ができる場がいる。ぜひ、そういう場づくりをお願いしたいと思います。
ふれあい喫茶でもいいんです。ふれあい居酒屋なんかがあるともっといいですね。

　それから、雪彦山の話がありましたが、いい山なんですが、なかなか知られていな
い。銀の馬車道も、初めはあまり知られていませんでしたが、何度も何度もアピール
することにより今やだいぶ定着してきました。そういう繰り返しと、何かテーマ性と
いうものが大事だと思います。
　以前、子どもたちを兵庫県のいろんなところへ連れて行って、実体験をさせながら
科学的な事象を学ばせるサイエンスツアーというものがありました。同様に、地域の
資源を発見するという点で、地域発見ツアーというのをやっていただけたら、いろん
な場面、いろんな地域資源を発見できるのではないかと思います。まち歩きだけで
も楽しいんですが、歴史や文化を案内してもらえると、ものすごく喜ばれます。しか
し、そのためには地域の方々が地域のことをしっかりと知る必要がある。自分の生
まれた地域のことを知らないままでは、そこは“ふるさと”ではないと思います。自分
の生まれた地域がどういうところなのかということを、ぜひこれから地域の将来を担
う子どもたちに知ってもらいたい。そのためにも地域を語る活動を、皆さんのご協力
のもと、更に深められればいいなと、思っております。
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・子どもたちを見たら、自分
からあいさつをする
・地域の語り部になり、地域
について語る
・祭りや盆踊りなど、地域の
活動に積極的に参加する

・学童保育が終わったあとの子
ども預かりサービスを地域で
実施
・子どもが集い、学べる寺子屋
活動を活性化する
・子どもたちと共にできる里山
整備などの地域活性イベント
を実施

・自動車の利用を減らし、できるだ
け公共交通機関や自転車を利用
する
・エコバッグ、マイ箸、マイカップ
運動を広めていく
・エコキャップを集める

・地産地消のネットワーク
システムの整備
・姫路の湾岸を整備し、観
光資源として活用する
・放棄田を有効活用する
（農業をしたい人に貸し出
すなど）

・地域ごとに、“私はこれができ
ます”人材バンクをつくる
・ご近所同士で、安否確認ネッ
トワークづくり
・地域の危険な場所を調査し、
マップを作成する

・夜間、各家庭での屋外灯の点灯に
よる防犯運動の実施
・自分の健康は自分で守るため、体
を動かすことを習慣づける
・障がい者福祉施設の授産品を購入
し、活動を支援する

・銀の馬車道通貨をつくり、銀の馬車道
関連商品販売促進の仕組みをつくる
・中播磨と同じ要素の資源を持つ地域と
連携した広域観光プロデュース
・観光地ポイント制、“姫路の達人”資格
制度の導入

・地元特産物を使った新しい料理レ
シピを開発する
・口コミやウェブを利用し、地域の外
へ中播磨の魅力を情報発信してい
く（地元民ならではの観光スポット
や観光ルートを提案する）

　第２部のテーマ別意見交換会では、各テーマを実現するために“みんなでやれること”“ひとりでできること”
を参加者の皆さんからそれぞれ意見を出してもらい、『中播磨つぶやきの木』を作成しました。

子どもが元気に育つ、つながり
のある地域をつくろう
子どもが元気に育つ、つながり
のある地域をつくろう
子どもが元気に育つ、つながり
のある地域をつくろう

みんなが安心して暮らせるみんなが安心して暮らせる
地域をつくろう地域をつくろう
みんなが安心して暮らせる
地域をつくろう
みんなが安心して暮らせる
地域をつくろう

自然環境の営みを大切にする
地域をつくろう
自然環境の営みを大切にする
地域をつくろう
自然環境の営みを大切にする
地域をつくろう

にぎわいと交流の元気な地域
をつくろう
にぎわいと交流の元気な地域
をつくろう
にぎわいと交流の元気な地域
をつくろう
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～中播磨地域の将来像と実現に向けて～

中播磨地域ビジョン（修正・見直し案）中播磨地域ビジョン（修正・見直し案）

　平成13年２月、県民主役・地域主導のもと、中播磨地域の将来の夢や、目指すべき目標像を描いた「中播磨地域ビジョン」が
いくため、第５期中播磨地域ビジョン委員会では、幅広い県民の皆さんからご意見を伺いながら、地域の“夢”や今後めざすべ
　このたび、平成23年２月６日に開催した“中播磨地域夢会議”での貴重なご意見を反映させ、下記の通り、“中播磨地域ビジ

希望が育つ中播磨

安心安全中播磨

子どもが元気に育つ、
つながりのある地域を
つくろう

地域全体で子育てを支援し、子どもが健やかに育つ社会
温かい心や思いやり、ふるさとに誇りを持てる子どもが
ボランティアの輪が広がる、温かいコミュニティをつく
夢を持ち、生きがいを求めることができる社会をめざそ

みんなが安心して暮ら
せる地域をつくろう

高齢者がいきいきと暮らせる地域をつくろう
障がいのある人が生きがいを持って暮らせる地域をつ
安心な医療ネットワークが構築され、一人ひとりが健康
みんなで防災・防犯・交通安全に取り組む地域をめざそ

自然豊かな中播磨

元気交流中播磨

自然環境の営みを大切
にする地域をつくろう

地球環境を守るライフスタイルをめざそう
モノが大切にされる「循環型社会」をめざそう
山・川・海のネットワークを大切にする地域をめざそう
自然を生かした農林水産業と活力ある農山漁村をつく

にぎわいと交流の元気
な地域をつくろう

地域資源を活かし、地域間交流や国際交流を進めよう
祭などの伝統的な文化とともに、新しい中播磨の魅力を
個性と賑わいのある快適なまちづくりをすすめよう
がんばる企業や起業家を応援し、元気な産業を育成しよ

人
の
輪

地
域
の
輪

銀の馬車道で
つながる

元気な中播磨

上記２点と、県民の皆さんからのご意見をふまえて

１．予想を上回る人口減少社会の到来
　少子高齢化の影響により、年少人口割合、労働人口割合は著しく減少
し、老年人口割合は大幅に増加。ビジョン策定時までは微増していた地域
全体の総人口も減少に転じ、ビジョン策定から30年後の2030年には地
域全体で約10％程度の人口が減少する見込み。

２．県民局の再編・市町合併などに伴う地域構造の変化
　県民局の再編により、旧西播磨県民局の所管であった地域が、２つの
県民局に分かれた。また、市町合併により、中播磨管内は１市８町が１市
３町に。
　→中播磨地域は南北に長く広がる地域となり、南北間ネットワーク

の重要性がクローズアップ

３．中播磨地域の変化
　時代潮流の変化に伴い、地域の結びつきが弱まっている一方で、銀の
馬車道プロジェクトの展開や、地域特性を活かしたイベントの実施など、
地域の魅力（地域力）が見直されてきている。

1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

576,597
582,863 584,128 580,274

571,759

558,794

542,401

523,444
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が策定されました。それから、約10年がたち、人口減少化社会への本格突入などの時代潮流の変化など（下記参照）に対応して
き地域像について、「中播磨地域ビジョン」の点検・見直し作業を進めてきました。
ョン”の修正・見直し案を作成しましたのでご紹介します。

あいさつを通じ
て、地域みんなで
顔の見える関係
を築く

姫路城などの文
化遺産や地域の
歴史を伝える活
動を展開する

地域住民みんな
が交流できる場
をつくる

誰もがいつでも
学ぶことができ
る環境をつくる

人材バンクをつ
くり、世代を超え
たつながりをつ
くる

地 域 マ ッ プ と
ネットワークを
つくり、安全情報
を共有する

みんなの健康と
安全を守る

互いに助け合う
地域づくりを促
進する

山川海などの地
域の自然を守る
活動の促進

地域の環境ネッ
トワークを構築
する

眠っている自然
や遺産を発掘・リ
ニューアルする

食による地域資
源の有効活用

個人・家族・地域
単位でのつなが
りを深める

あらたな地域資
源の発掘！

誘客プロジェク
トの展開

銀の馬車道事業
を盛り上げ、観光
客を増やす

会をつくろう
が育つ地域をめざそう
くろう
そう

つくろう
康づくりをすすめる地域をめざそう
そう

ろう

を発掘・発信しよう

よう

　ビジョンの達成状況について、アンケートを実施。いずれ
の“夢”も「達成されている」が「達成されていない」を大きく下
回る。

18.5

28.4 30.8
24.6

34.4

18.8

63.1
55.2 55.4 53.8

45.3

65.6
■達成された
■達成されていない

⑥
世
界
の
光
都

⑤
日
本
の
祭
都

④
環
境
王
国

③
安
心
安
全
社
会

②
人
の
輪
社
会

①
自
己
実
現
社
会

地域ビジョンの“６つの夢”の進捗状況

　左記で、地域ビジョンの“６つの夢”が「達成されていない」と
感じている人たちも、現在不十分な部分の取り組みは今後とも
将来にわたって重要であると考えており、引き続き現行の地域
ビジョン実現に向けた取り組みを進めていく必要がある。

地域ビジョンの“６つの夢”に向けた取り組みが
今後も必要であると感じている人の割合

その一方
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地域資源の発掘・発信

中播磨地域力中播磨地域力

“日本初の高速産業道路”といわれる「銀の馬
車道」は、中播磨地域を南北に縦断し、現在
でも中播磨地域のシンボルプロジェクトとし
て、様々な沿線イベントが多数行われ、人と
人、モノとモノをつなぐ大きな役割を果たし
ています。

この中播磨で、日本民俗学者の柳田國男
（福崎町）、詩人の有本芳水（姫路市）、哲学者
の和辻哲郎（姫路市）など様々な分野で名を
残した偉人たちが生まれ育ちました。福崎町
には、柳田國男の生家が今も残っています。

神河町では、町域の大半を占める山林を利用
した農林業が発達し、市川町はゴルフクラブ発
祥の地といわれています。福崎町では特産のも
ちむぎを活かした産業が盛んです。そして姫路
市の皮革や鎖などは全国トップレベルの生産
量を誇ります。

「西の比叡山」と呼ばれる書写山圓教寺や、亀山御
坊本徳寺、そして140ヶ所を越える城跡など、中
播磨には歴史の重みを感じさせる名所が数多く存
在します。赤松氏城跡である置塩城跡は、山城と
しては大変珍しい庭園遺構と大規模な建物跡など
から、その権威・文化レベルの高さが大変注目を
集めています。

明珍火箸、白なめし革細工、姫路はりこ、地
酒、かまぼこ、かりんとうなど、中播磨地域
には地域色豊かな特産品が多数あります。
そのひとつひとつに中播磨の人たちの心が
こもった、伝統ある特産品は観光客にも大
人気です。

中播磨地域は、お祭りが盛んなことでも有
名です。なかでも、毎年約１５万人もの観衆
が、その豪快さと迫力に酔いしれる“灘のけ
んか祭り”は、兵庫県の代表的な祭りとし
て、海外にまでその名を知られるようにな
りました。

中播磨地域には、多くの豊かな自然がありま
す。中でも、神河町の砥峰高原は日本有数の
ススキの群生地であり、峰山高原リラクシア
の森とともに、平成２２年１２月に公開された
映画「ノルウェイの森」のロケ地となりました。

今や全国区となった「姫路おでん」や全国ネッ
トのテレビで取り上げられた「アーモンドトー
スト」のほか、福崎町特産「もちむぎ麺」など、
中播磨には隠れたB 級グルメがいっぱい！
平成23年11月には、姫路市で「B-1グランプ
リ」が開催されます。

築城以来400年の歴史の中で、一度も戦にま
みえることなく、平成５年、日本で初めて世界
文化遺産に登録された国宝・姫路城。平成21
年秋から、平成の大修理が行われており、平成
23年３月からは、見学施設において、伝統の
技による修理の様子を見ることができます。

中播磨地域には、おいしい食材がいっぱいあり
ます。神河町のゆず、姫路市太市のたけのこ、
姫路市大津区のれんこん、播磨灘のあなごをは
じめとする魚介類など。それらを使ったふるさ
と料理のレシピを集めた「播磨ふるさとの美味
いもの100選」が平成19年に出版されました。

姫路市

福崎町

市川町

神河町

銀の場車道

　現在、中播磨地域ビジョン委員会では、中播磨地域の強み（魅力）が一目でわかる“中播磨地域力map”を作成中です。
下記マップは、平成２３年２月現在のものです。今後、皆さんからのご意見をもとに、どんどん進化させていく予定です。
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　地域の各地に潜在する地域の強み（魅力）のこと。地域力を発掘することにより、地域資源の再発見・保全や地域資源を活
かした新たな活動につなげていきます。
　兵庫県では現在、全県で地域力の発掘を行っており、県民局ごとに各地域の地域力をわかりやすく数値で表した指標を作成
中です。中播磨地域でも、左記の地域力や皆さんからのアイデアをもとに、指標とする項目を決め、その項目それぞれを数え上
げ、“見える化”し、地域の特性をよりわかりやすいものとし、今後発信していく予定です。

西播磨西播磨西播磨
中播磨中播磨中播磨

但馬但馬但馬

北播磨北播磨北播磨

東播磨東播磨東播磨
神戸神戸神戸

阪神北阪神北阪神北

阪神南阪神南阪神南

淡路淡路

丹波丹波丹波

・そば屋の数
・民話の数
・古道、峠の数
・農産品開発に取り組ん
でいる集落の数

・出る杭大会の出場団体数
・Ｓpring8で行われた先端
研究の数
・歴史資源（宿場街、城跡な
ど）の数

・ため池インストラクター登録数
・プロ棋士輩出数
・かつめし、明石焼き提供店舗数

・人形浄瑠璃の外題の数
・花づくりグループの数
・地質学的に珍しい岩石、地層の数
・珍しい習俗、風速の数

・恐竜化石関連商品数、
イベント数
・有機農法実施面積
・むかしばなしの数

・日本一、日本初の数
・オープンガーデンの数
・中間支援型NPO登録して
いる団体の数

・マルシェ（直売市）の数
・蛍スポットの数
・洋菓子店の数
・文学、映画の舞台となっ
た場所

・ジャズ演奏を聴くことができる店の数
・外国料理の国籍数
・六甲山のイベント数
・おしゃれな人の分布状況

　平成23年２月６日（日）“中播磨地域夢会議”会場で、参加者の皆さんに、左記の中播磨地域力mapの中から、特に
中播磨の強み（魅力）だと思うものに投票してもらいました。
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情報誌に対するご意見
ご感想などのご連絡先

中播磨地域ビジョン委員会事務局
〒670-0947  姫路市北条1-98
兵庫県 中播磨県民局 総務室  地域ビジョン担当
電話（079）281-9053  FAX（079）285-1102
メール：nkharimasom@pref.hyogo.lg.jp

中播磨イベント情報（4月～6月）

　１月12日（水）姫路市南大津
公民館で、出前子育て支援活動
を実施しました。若い母親たち
と子どもたちに、主人公が周り
に待ち望まれて誕生したという
ストーリーの寸劇を披露した
り、子育てについての悩み相談
と地域の保育環境についての
情報交換を行いました。

子育て支援、地域で大きく
育てよう！！グループ
子育て支援、地域で大きく
育てよう！！グループ

　今年度、第３回目の体力測定
会を１月23日（日）姫路市御国
野校区で実施。真冬の寒い日で
したが、たくさんの方が参加さ
れ、改めて高齢者の健康への
関心の高さを感じました。この
体力測定結果をもとに、更なる
健康づくりに励んでいただきた
いと思います。

中播磨の高齢者
健康づくりグループ
中播磨の高齢者
健康づくりグループ

　「銀の馬車道」の起点である朝来市生野町は、北へ延びる「鉱石の
道」の起点でもありました。その「鉱石の道」を辿りながら、昭和の時代
があふれる生野の街並みを探訪するバスツアーを２月20日（日）に開
催しました。生野では当時の状態に復元された鉱山社宅を訪れ、社宅
の一角にある当地出身の俳優「志村喬記念館」を見学。その後、明延
鉱山へ行き、昭和62年の閉山まで日本のスズの９０％を産出してき
た操業当時の鉱山の姿を知ることができる貴重な坑道を、ガイドさん
に案内してもらいながら探索しました。

歴史街道「銀の馬車道」でつなぐ人と文化グループ歴史街道「銀の馬車道」でつなぐ人と文化グループ

　２月27日（日）香寺健康福祉センターで、フォーラム“子どものための水のネット
ワークづくり～山川海とめぐるいのち～”を開催しました。基調講演に、京都大学名
誉教授・農学博士である田中　克（たなか　まさる）氏を迎え、「海の命の営みー魚
の赤ちゃんの命をかけた大冒険―」についてお話いただきました。また、姫路市香
呂小学校３・４年生による発表「ふれてみよう、感じてみよう命」や、当グループによ
る第５期の活動報告などを行いました。多くの小学生の皆さんをはじめとする200
人以上の方々に参加していただき、改めて、山・川・海のつながりについて深く考え
また生命のつながりについてもみんなで考える良い機会となりました。

「山・川・海」子どものための水のネットワークづくりグループ「山・川・海」子どものための水のネットワークづくりグループ

　平成23年１１月12日（土）13日（日）に行われる第６回B-１グラ
ンプリinHIMEJIの支部大会として、第１回近畿・中国・四国B-１
グランプリを開催いたします。姫路・兵庫の“うまいもん”を堪能
できる「はりまご当地グルメフェスタ」も同時開催！

開催日：平成23年５月21日（土）
 ５月22日（日）
会　場：大手前公園など

Hari Maga グルメコーナーHari Maga グルメコーナー

・煮穴子…… ２匹（大）
・蓮根 …約200グラム
・ネギ …………… 適量
・片栗粉…… 大さじ２
・卵黄…………… １個
・めんつゆ… 大さじ２
・調味料
 （醤油・みりん・酒）
………… 各大さじ１

１．蓮根をすりおろし、ネギ・片栗粉・卵黄・麺つゆ
を混ぜ合わせ、4等分する。

２．半分にした煮穴子に片栗粉をまぶし、蓮根たね
を巻く。

３．電子レンジ600Wで約3分加熱する。
４．調味料を加熱し、たねに絡めてできあがり。

作り方

材料（２人前）

レシピ提供：三村晴美

１・２月の主な活動中播磨地域ビジョン委員会

第1回 近畿･中国･四国
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